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。
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入
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す
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。
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の
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つ
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う
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ア
　
こ
ろ
ん
だ
　
と
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に
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な
い
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イ
　
さ
む
い
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ウ
　
よ
ご
れ
る
か
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（
3

）
道
を
　
わ
た
る
　
と
き
は
、

い
つ
も
よ
り
　
ど
う
　
し
ま
す
か
。

み
ち

▼

や

ま

お

り

▲

きいて・めもして・こたえよう 小2　No.25

ゆきの　日の　とうこう
ひ

なまえ

きくめあて 「気を　つける　こと」を　おとさずに　ききましょう。
き

①

②

③
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ゆきの　日の　とうこう 小2　No.25｜おしらせ｜先生用（放送のすすめ方・放送文・めものれい・こたえ）

すすめ方

① 中央の点線で山折りにして、「めも」の面だけを表にする（問題を先に見せない）。
② この放送文を先生が読む（または用意した音声を流す）。読む回数：2回。聞きながらメモを

取らせる。

③ 放送が終わったらプリントを開き、メモを見ながら問題に答えさせる。

放送文

あしたは　ゆきが　ふる　よほうです。とうこうの　ときに　気を　つける　ことを　

はなします。

一つめ。道が　こおって、すべりやすく　なって　います。走らずに、小またで、ゆっ

くり　あるきましょう。

二つめ。ながぐつを　はいて、手ぶくろを　して　来ましょう。ポケットに　手を　入

れて　あるくと、ころんだ　ときに　あぶないです。

三つめ。車の　うんてんしゅさんからも、雪で　人が　見えにくく　なります。道を　

わたる　ときは、いつもより　よく　左右を　見ましょう。

めものれい

①こおる道　小また・ゆっくり（走る×）

②ながぐつ・手ぶくろ（ポケット手×）

③わたる時　いつもより　左右を　よく見る

こたえと かいせつ

（1）ア（小またで　ゆっくり）

「走らずに、小またで、ゆっくり　あるきましょう」と　いって　いました。

（2）ア

「ころんだ　ときに　あぶないです」と、わけを　いって　いました。

（3）よく　左右を　見る

「いつもより　よく　左右を　見ましょう」の　ところです。雪で　人が　見

えにくく　なるからです。
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